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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、シエラレオネで萌芽しつつある精神障害当事者・家族のセルフヘル
プや組織化の動きに注目して現地調査を実施した。具体的には、同国の首都フリータウンで2014年に発足した精
神障害当事者・家族の団体であるService Users and Family Members Association (SUFMA）を訪れて聞き取り
調査を実施するとともに、日本でのメンタルヘルス関連の実践を伝えるためのワークショップを開催した。

研究成果の概要（英文）：In this research project, we conducted a field research focusing on the 
budding movement of self-help and empowerment for people with mental disabilities and their families
 in Sierra Leone. Specifically, we visited the Service Users and Family Members Association (SUFMA),
 an organization for people with mental disabilities and their families that was established in 2014
 in Freetown, the capital of Sierra Leone, to conduct interviews, and held a workshop to inform 
Sierra Leonean people about mental health-related practices in Japan.

研究分野：アフリカ研究

キーワード： アフリカ　シエラレオネ　メンタルヘルス　当事者　エンパワメント　家族

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題の学術的な意義は、第一に、シエラレオネで萌芽したばかりの精神障害当事者・家族のセルフヘルプ
や組織化の動きに焦点をあて、その動態を明らかにしたことにある。第二に、本研究課題では、日本におけるメ
ンタルヘルス関連の諸実践の事例や教訓をシエラレオネ側の精神障害当事者・家族へと伝えることで、同国の精
神障害当事者・家族のセルフヘルプ運動を側面から支援することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
西アフリカの小国シエラレオネでは、1990 年代に激しい内戦が展開された。そして、その過
程のなかで、少年たちがゲリラに誘拐されて児童兵にさせられたり、少女たちがゲリラ兵の「妻」
として事実上の性的虐待を受けたりするなどの深刻な人権侵害状況が広範にみられた。また、ゲ
リラ兵が一般市民に対して四肢切断などの残虐な暴力行為を繰り返したり、マリファナ、ヘロイ
ン、コカインなどの薬物が戦闘員や若者の間で広く乱用されたりした。こうした内戦下での暴力
や薬物使用は、児童をはじめとする様々な社会階層の人々に対して、身体的な傷や障害に加えて、
トラウマ、心的外傷後ストレス障害（PTSD）、神経症といった多くの心の問題を残した。さらに、
2014年に突如発生したエボラ出血熱の感染拡大や 2017年 8月にフリータウンで生じた大規模な
地滑りもまた、数千人単位の犠牲者を出すとともに、メンタルヘルスをめぐる課題をシエラレオ
ネ社会に突き付ける結果となった。このほか、同国では、そうした戦争や災害などに起因する心
のケアの問題だけではなく、通常ある一定の割合で生じる統合失調症などへの精神保健サービ
スの必要性も看過できない。 
ところが、紛争後のシエラレオネでは、紛争前よりもメンタルヘルスケアに対するニーズが高
まりをみせているにもかかわらず、紛争前に存在していたわずかばかりの精神保健関連施設は
内戦によって大きな被害を受け、研究開始当初の約 700～800万人の国民に対して、フォーマル
な医療保健資源は驚くほどわずかでしかなかった。具体的にいえば、シエラレオネには当時、精
神科病院は首都フリータウンに 100床ほどの病院が 1カ所あるのみであり、精神科医は全国で 2
名、精神科看護師は 20名程度しかいなかった。 
そうしたシエラレオネのように精神保健福祉施設がほとんど存在せず、フォーマルな精神保
健サービスの提供が極めて限定的な社会では、家族や隣人、そして何よりも精神障害当事者自身
をエンパワメントすることが重要なアプローチになる。シエラレオネでも 2014年、精神障害者
当事者・家族会が発足し、当事者と家族によるミーティングがフリータウンで月 1回開催される
ようになるなど、研究開始当初、メンタルヘルスの当事者・家族によるセルフヘルプと組織化の
動きが萌芽しつつあった。しかし、そうしたメンタルヘルスの当事者・家族会の活動は、まだそ
の端緒を開いたばかりであり、リーダーシップの上でも、事務能力の上でも、財政基盤の上でも
極めて脆弱であって、何よりもその活動の目的や方向性が必ずしも明確に定まってはいなかっ
た。シエラレオネにおいて真の意味での持続可能なコミュニティベースのメンタルヘルスケア
を展開するためには、そうした当事者や家族の「力」が不可欠だが、研究開始当初はまだ、当事
者・家族会は萌芽したばかりであり、その前途は依然として不透明であった。 
 
２．研究の目的 
 本研究課題の目的は、精神障害当事者・家族のセルフヘルプやエンパワメントに関するこれま
での日本の豊かな知見や実践を適宜援用することで、シエラレオネで萌芽したばかりの精神障
害当事者・家族によるセルフヘルプと組織化の動きを支援し、いわばその「開花」を側面から手
助けすることにあった。具体的には、フリータウンで 2014年に発足した精神障害当事者・家族
会である Service Users and Family Members Association (SUFMA)との全面的な協力関係のもとで、
「実践（アクション）」と「研究（リサーチ）」を融合したアクションリサーチを展開し、シエラ
レオネの当事者・家族会の課題を明確化するとともに、そのエンパワメントを図ることを目指し
た。 
 
３．研究の方法 
 研究開始当初は国内での文献研究とシエラレオネでの現地調査／活動を実施する予定であっ
た。ところが、予想だにしていなかったコロナ禍の発生ために、後者の現地調査／活動の実施が
大幅に遅延してしまった。現地調査／活動に着手できたのは、4年間の研究期間のうちの実に 3
年目のことであり、このことが現地調査／活動のあり方に大きな影響を及ぼした。 
具体的には、当初 1年目（2020年度）については、＜知る＞をテーマに、「当事者」と「家族」
に焦点をあてつつシエラレオネでの現地調査／活動を実施する予定であった。調査地はフリー
タウンであり、「当事者」に関しては、①当事者・家族会に参加する当事者の基本属性（年齢、
性別、民族）、②診断名、③家族構成、④成育歴、⑤病歴、⑥生活、⑦ニーズ、⑧ストレングス、
⑨将来の希望、⑩当事者・家族会への期待など、について聞き取り調査を行う予定であった。他
方、「家族」に関しては、①当事者に対して日常生活レベルの支援を行っている家族が直面する
困難やニーズ、②当事者・家族会への期待などについて情報を収集するつもりでいた。なお、こ
うした現地調査にあたっては、精神障害当事者・家族会の代表であるポール・カイカイ（Paul 
Kaikai）氏などの助言と協力を仰ぐこととしていた。また、2～3年目（2021～2022年度）には、
「当事者・家族会」の組織に焦点を当て、具体的には、精神障害当事者・家族会の組織運営に関
する情報収集を行うとともに、定例ミーティングに参加して参与観察を行うほか、過去の活動記
録や会運営のサポートをしている NGO スタッフなどへの聞き取り調査も実施する予定であっ
た。そして、特に 3 年目（2022 年度）からは、単に＜知る＞ための情報収集だけではなく、＜



伝える＞ための活動も開始し、具体的には、日本の「当事者研究」といったメンタルヘルス関連
実践をシエラレオネ側の当事者・家族に紹介することを目指した。そして、4年目（2023年度）
には、＜変わる＞をテーマとしつつ、まず当事者・家族自身が主宰するセミナーを開催するとと
もに、精神障害当事者・家族が自ら企画・出演するラジオ番組を制作し、フリタータウンの民間
FM局から放送することを目指した。 
 しかし、コロナ禍のためにそうした現地でのアクションリサーチの実施が大幅に遅れてしま
った結果、結局のところ、＜知る＞＜伝える＞＜変わる＞という研究活動の 3本柱のうち、＜知
る＞と＜伝える＞という 2つの活動までしか展開できず、シエラレオネ側の精神障害当事者・家
族会が＜変わる＞という段階まではアクションリサーチをなかなか進展させることができなか
った。 
 
４．研究成果 
 本研究課題を通して、シエラレオネで萌芽したばかりの精神障害当事者・家族のセルフヘルプ
や組織化の動きについて詳細に情報収集するとともに、日本におけるメンタルヘルス関連の実
践例などをシエラレオネ側に伝えることができた。そうした研究成果は、たとえば、金田知子「精
神障害を生きる(Ⅰ)：あるシエラレオネ人女性のライフヒストリー」（『女性学評論』37: 79–94, 2023）
や Ochiai, Takehiko “Colonial Psychiatry in British West Africa: Dr Robert Cunyngham Brown’s 1936 
Visit to Advise and Report on the Care and Treatment of ‘Lunatics’” (Asian Journal of African Studies, 54: 
25–52, 2023)といった論文の形で発表した。また、落合雄彦「1950年代のナイジェリアにおける
精神科施設」（日本アフリカ学会第 58 回学術大会、2021 年）や落合雄彦「ガンビアからシエラ
レオネへ：1930 年代の英領西アフリカにおける精神病者の移送」（第 26 回日本精神医学史学会
大会、2023 年）のような、シエラレオネを含む西アフリカ諸国のメンタルヘルスケア史に関す
る学会口頭発表をあわせて実施した。 
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